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平成24年度 」ECK活動方針 」ECK理事長 カロ藤 博通

平成24年度はJECK創立10周年にあたり、これまで培ってきた実績に加え、次
の10年に向けたより充実した「会員の親睦、会員による国際協力推進」を実施し

て行きたいと思います。
一方ここ一年の間に、アラブの春、ミャンマーの民主化、タイの大水害、東日本大

震災、EUの金融危機、イラク、アフガンに替わるシリア内戦の拡大と社会、政治、

経済情勢は変動を来たしております。このような世界にあつて平和な社会を構築

するために最も基本となる貧困撲滅を目指し発展途上国援助、国際協力も各国

政府を始め諸llPO団体により地道に進められています。

このような環境の下、」ECK会員は主にJICA専 門家として、それぞれの時代、

発展途上国を中心にその地域の異文化を体験しながら、そこに貢献する技術を
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における相互扶助の一端を担う活動を行っていきます。

1.会員相互の交流、親睦

本年度は特に「会員」相互の交流、参加行事を充実させたく思います。

8紫雷監濯謙場輝語:稀詔蘇)は給員ペー沿賊

⑤箭濯馨鴛ち香賃器鍋騒念するテー●こて和こ数
£ 纂 輪 Mで 現 1動¶ cJ派遣ポー殉″ステ月の

⑨F男寧菫雪滅贋姜魚プロジエクト」をはじめ、JECKAの諸活動を協調推進し

たく思います。
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新たな講座を企画していきたいと思います。

又、この横浜国大特殊講座の「講義録」を

記録として残したいと思っております。

3.神奈川県海外技術研修員の推薦、支援

」ECKは創立以来、平成16年 メキシコ、

17年 タイ、19年、21年、22年、23年の4年

エクアドルの技術研修員を推薦、選定され

てきました。 本年度は初めて、エクアドル、

リビアの2カ 国、複数の研修員を推薦し選

定されたことは画期的なことです。 8月か

ら3月までの来日期間中、充分な研修と我

国文化に馴染まれ、帰国後両国交流の礎

になるように支援活動を充実させていきた
いと思います。
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をお願いいたします。

グループ リーダー 活動内容

事務局 植 岡 総会、理事会提案事項の準備、会計、

会員管理、他団体連絡
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企画 谷岡 新規事業の企画

催し。行事 植岡 創立記念シンポジウム、夏季セミナー、

各種行事参加

出前講座 安延 各種出前講座の企画、実施

県海外技術研修員 福田 県海外技術研修員の推薦、研修支援

マ レー シア 日本 国 際 工 科 院 (MJIIT)とそ の 教 育  」EC《損 マレーシア日本国際工科院教授 若林敏雄
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ESEとMPEはいずれも大学院と学部か

からなりいずれも研究による学位取得プログラムであり、授業を受ける必要はほと

んどない。2013年9月 には日本型の授業と研究による修士の学位を取得できるプ

ログラムが設けられる予定である。現在、EGTは大学院のみで、2013年より応用

化学として学部プログラムが設けられる。MOTは大学院のみの構成である。
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いる。その後、3週間の最終試験期間が

中に行われ、3回日の最終試験は少なくとも150分で行わなければならない。コー

スの評価は授業中の2回の試験がそれぞれ20%、 レポートが10%、最終試験が

50%で行われるのが一般的であるが、シラバスである程度自由に設計できる。こ
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は135単位以上である。修業年限は学書
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ものであるが、その弱点を発展的に改宅

jKohzaと名付けられた。講座は、教授、准教授等の数名のスタツフ、研究員と大

颯
全体で2012年においては約3320万 円,


